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群
馬
大
学
医

学
部
付
属
病
院

は
３
月
23
日
、

２
０
１
０
〜
15

年
に
返
還
す
べ
き
不
正
・
不

当
請
求
が
総
額
13
億
４
５
０

０
万
円
分
あ
っ
た
と
発
表
し

た
。
17
年
３
月
に
厚
生
労
働

省
の
指
摘
を
受
け
同
大
学
は

調
査
し
て
い
た
。

　

覚
え
て
い
る
方
も
多
い
と

思
う
が
、
手
術
患
者
が
多
数

死
亡
し
た
事
件
を
受
け
て
の

こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
腹
腔

鏡
で
の
肝
臓
胆
嚢
膵
臓
領
域

手
術
は
確
立
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
保
険
適
用
に
も
っ

て
い
く
た
め
に
大
学
側
は
問

い
合
わ
せ
を
し
、
厚
生
労
働

省
は
電
話
に
て
許
可
で
き
る

要
件
を
説
明
し
Ｏ
Ｋ
を
出
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
結
果
的
に
問
題
に
な
っ
た

助
教
の
暴
走
に
つ
な
が
り
被

害
者
を
増
や
し
て
し
ま
っ

た
。

　

無
謬
性
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
官
僚
は
間
違
い
な
ど
起

こ
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
モ
リ
カ
ケ
問
題
で
ま

た
国
会
は
揺
れ
て
い
る
。
電

話
で
は
言
い
逃
れ
は
で
き
て

も
、
書
き
換
え
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
。
国
民
の
下
僕
た

る
官
僚
に
は
、
政
治
家
へ
の

忖
度
で
は
な
く
真
の
意
味
で

の
無
謬
性
を
追
求
し
て
ほ
し

い
も
の
だ
。 

（
Ｔ
）

住民投票から３年　再び大阪市の解体狙う維新政治

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
「
強
制
」

ハロー
ワーク

協
会　

不
記
載
で
も
受
理
を
要
請

民
意
否
定
の「
再
挑
戦
」

民
意
否
定
の「
再
挑
戦
」

上
か
ら
長
尾
、
宮
本
、
大
門
、

辰
巳
各
議
員

　

維
新
の
会
が
掲
げ
る
「
大
阪
都
構
想
」
が
混

迷
を
極
め
て
い
る
。「
一
丸
と
な
っ
て
住
民
投

票
に
挑
戦
す
る
」
と
党
の
方
針
を
決
め
た
矢

先
、
松
井
一
郎
代
表
は
住
民
投
票
の
先
延
ば
し

に
言
及
。
都
構
想
に
理
解
を
示
し
て
き
た
安
倍

晋
三
首
相
は
一
転
し
て
「
反
対
」
を
表
明
し

た
。
２
０
１
５
年
に
都
構
想
を
否
決
し
た
民
意

を
無
視
し
た
ま
ま
、
維
新
政
治
は
ど
こ
へ
向
か

う
の
か
。
都
構
想
の
現
状
と
維
新
の
狙
い
に
つ

い
て
、
戸
井
逸
美
副
理
事
長
（
写
真
）
に
語
っ

て
も
ら
っ
た
。

　

全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

雇
用
保
険
の
手
続
き
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
記
載
を
事
実
上
、

強
制
す
る
チ
ラ
シ
を
３
月
か

ら
配
布
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
被
雇
用
者
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
義
務
が

な
い
こ
と
か
ら
、
協
会
は
府

下
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
不
記

載
で
も
届
出
を
受
理
す
る
よ

う
申
し
入
れ
て
い
る
。

な
い
場
合
は
不
記
載
で
も

「
受
理
す
る
こ
と
と
し
て
差

し
支
え
な
い
」
と
答
弁
。
現

場
へ
の
周
知
を
表
明
し
て
い

る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
す

れ
ば
厳
し
い
管
理
が
求
め
ら

れ
、
情
報
漏
え
い
の
責
任
は

事
業
主
が
負
う
こ
と
に
な

る
。
協
会
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

記
載
に
慎
重
な
対
応
を
呼
び

か
け
て
い
る
。◇

　

届
出
の
返
戻
や
行
き
過
ぎ

た
「
指
導
」
が
あ
れ
ば
協
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
ら
ず
、
事
業
主
も
努
力
義

務
に
な
っ
て
い
る
。
不
記
載

を
理
由
に
受
理
さ
れ
ず
、
不

利
益
を
被
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
行
政
手
続
法
に
抵
触
す

る
大
き
な
問
題
だ
。

　

３
日
の
参
院
厚
労
委
員
会

で
は
、
こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
た
倉
林
明
子
議
員
（
共

産
）
に
対
し
、
加
藤
勝
信
厚

労
相
は
従
業
員
か
ら
提
供
が

　

チ
ラ
シ
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
な
い
場
合
は

５
月
以
降
、「
届
出
等
を
返

戻
し
ま
す
」
と
明
記
さ
れ
、

記
載
を
強
制
す
る
内
容
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
厚
労
省

は
不
記
載
の
事
業
所
を
「
指

導
」
す
る
と
し
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
で
は
、

従
業
員
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

提
出
す
る
義
務
は
課
さ
れ
て

堺
市
長
選
挙
で
は
、
都
構
想

反
対
を
掲
げ
戦
っ
た
竹
山
修

身
氏
が
当
選
。
大
阪
市
民
へ

の
世
論
調
査
で
も
、
都
構
想

に
反
対
が
賛
成
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。

　

都
構
想
に
反
対
す
る
世
論

を
盛
り
上
げ
、
住
民
投
票
を

許
さ
な
い
運
動
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。 

（
つ
づ
く
）

ば
、
今
の
大
阪
市
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
は
保
障
で
き
な
く
な

る
。「
特
別
区
」
設
置
に
は

膨
大
な
費
用
が
必
要
で
あ

り
、
維
新
が
宣
伝
し
て
き
た

財
政
効
果
も
ほ
と
ん
ど
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

都
構
想
に
は
大
義
も
な
く
、

府
民
の
生
活
を
後
退
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。

　

17
年
９
月
に
実
施
さ
れ
た

区
割
り
を
決
め
る
た
め
に
法

定
協
議
会
を
設
置
し
た
。
公

明
党
が
提
案
し
た
現
行
の
区

の
権
限
を
広
げ
る
「
総
合

区
」
を
当
て
馬
に
し
な
が

ら
、
強
引
に
都
構
想
の
区
割

り
案
を
提
示
。
今
秋
の
住
民

投
票
の
実
施
を
目
指
し
て
き

た
。

　

住
民
投
票
は
市
民
が
直
接

意
見
を
表
明
で
き
る
重
要
な

機
会
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を

尊
重
せ
ず
、
都
構
想
を
蒸
し

返
す
の
は
、
民
主
主
義
を
否

定
す
る
行
為
で
あ
り
、
容
認

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

府
民
生
活
を
後
退

　

都
構
想
は
、
大
阪
市
を
廃

止
・
解
体
し
、
そ
の
財
源
と

権
限
を
大
阪
府
が
奪
う
も
の

だ
。
都
構
想
が
実
現
す
れ

す
る
「
大
阪
都
構
想
」
の
是

非
を
問
う
住
民
投
票
が
実
施

さ
れ
た
。
維
新
の
会
は
、
橋

下
徹
大
阪
市
長
（
当
時
）
を

先
頭
に
５
億
円
も
の
費
用
を

か
け
て
大
宣
伝
。
都
構
想
を

バ
ラ
色
に
描
き
、
幻
想
を
振

り
ま
き
市
民
を
扇
動
し
た
。

し
か
し
、
大
阪
市
民
は
「
ノ

ー
」
の
審
判
を
下
し
、
都
構

想
は
否
決
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
同
年
11
月
、
大

阪
府
知
事
に
松
井
一
郎
氏
、

大
阪
市
長
に
吉
村
洋
文
氏
が

維
新
の
会
か
ら
当
選
。
住
民

投
票
か
ら
た
っ
た
半
年
で
都

構
想
へ
の
再
挑
戦
を
持
ち
出

し
て
き
た
。

　

17
年
６
月
に
は
特
別
区
の

民
主
主
義
に
反
す
る

　

15
年
５
月
17
日
、
大
阪
市

を
廃
止
し
、
特
別
区
に
再
編

強
く
訴
え
た
。

　

参
加
し
た
戸
井
逸
美
副
理

事
長
ら
７
人
の
役
員
は
、
面

談
し
た
議
員
・
秘
書
ら
に
改

定
率
が
低
す
ぎ
る
問
題
や
基

本
診
療
料
の
減
算
な
ど
に
つ

い
て
説
明
。
署
名
に
寄
せ
ら

れ
た
会
員
の
声
を
紹
介
し
な

が
ら
、「
30
円
で
院
内
感
染

対
策
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、

　

２
０
１
８
年
度
診
療
報
酬

改
定
が
実
施
さ
れ
、
各
医
院

で
院
内
感
染
防
止
対
策
や
施

設
基
準
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ

る
な
か
、
協
会
は
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
の
国
会
行
動

に
参
加
し
た
。
医
療
従
事
者

署
名
を
持
参
し
、
大
阪
選
出

議
員
に
改
定
の
影
響
や
診
療

報
酬
の
抜
本
的
改
善
な
ど
を

あ
ま
り
に
も
診
療
報
酬
は
低

す
ぎ
る
。
大
幅
に
引
き
上
げ

て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
た
。

　

面
談
に
応
じ
た
長
尾
敬
衆

院
議
員
（
自
民
）
は
、「
歯

科
医
療
の
財
源
に
は
限
り
が

あ
る
。
安
倍
政
権
は
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
基
本

的
考
え
方
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
辰
巳
孝
太
郎
参
院

議
員
（
共
産
）、
大
門
実
紀

史
参
院
議
員
（
共
産
）、
宮

本
岳
志
衆
院
議
員
（
共
産
）

は
、
協
会
か
ら
の
院
内
感
染

対
策
な
ど
低
診
療
報
酬
の
改

善
要
請
に
対
し
て
、「
歯
科

医
療
の
充
実
へ
力
を
尽
く

す
」
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

同
日
、
保
団
連
が
衆
議
院

第
二
議
員
会
館
で
集
会
を
開

き
、
10
人
の
国
会
議
員
が
参

加
。
１
４
０
人
の
医
師
・
歯

科
医
師
ら
が
診
療
報
酬
の
抜

本
的
な
改
善
を
訴
え
た
。

（
要
請
議
員
一
覧
は
次
号
）

2018年度診療報酬改定
４面に新点数Ｑ＆Ａ

大阪選出議員に抜本改善を要請

４・19国会行動

〝30円で感染対策できない〟

戸
井
逸
美
副
理
事
長
に
聞
く

大阪府大阪府

兵庫県兵庫県

西淀川区西淀川区

淀川区淀川区

東淀川区東淀川区

旭区旭区

北区北区

此花区此花区

福島区福島区

都島区都島区

城東区城東区
鶴見区鶴見区

東成区東成区
中央区中央区

西成区西成区

天王寺区天王寺区
生野区生野区

西区西区

港区港区

大正区大正区

浪速区浪速区

阿倍野区阿倍野区

東住吉区東住吉区
平野区平野区住吉区住吉区

住之江区住之江区

北区北区

南区南区

東西区東西区

中央区中央区

特
別
区
の
名
称
案

　本紙５月５日付は、ゴー
ルデン・ウイークに伴う印
刷・発送体制の都合から、
休刊します。

おことわり

　新点数説明会で会員から寄せられ
た問い合わせの中から、特徴的なも
のをＱ＆Ａ形式で連載する。
第１回の主な内容は以下の通り。
▷ 初・再診料の院内感染防止対策に
関する研修の修了証の有効期間

▷ 旧外来環届出医療機関における新
外来環の届出

▷ 診療情報連携共有料の算定要件

大
阪
都
構
想
を
め
ぐ
る
動
向

15年５月 住民投票で都構想否決
「究極の民主主義で決まった。結果を受け入れる」（松井氏）

８月 「大阪都構想に再挑戦するのが我われの使命」（松井氏）
11月 維新の会の松井一郎知事と吉村洋文市長がダブル選挙で当選

16年２月 吉村市長が総合区の検討を表明

17年６月 特別区と総合区を検討する法定協議会（写真）を府市両議会が
設置

８月 総合区の素案を提起
９月 特別区の素案を提起
11月 両素案を法定協議会で質疑

18年３月
維新の会党大会で住民投票
の再挑戦を採択
松井氏が住民投票の実施
延期の考えを表明

４月 法定協議会で議論
９～10月 住民投票は先送り？

迷走の
都
構想

①


